
Ｃ－１ 指導案 

３年１組 社会科学習指導案 

 
１．単元名  工場のしごと ～牛首紬をつくる工場 Ｎ産業～ 
 
２．目標 

・ 牛首紬に関心をもち、工場を見学したり働く人にインタビューしたりして、原料の入手、生産

や販売の工夫について意欲的に調べることができる。         ［関心・意欲・態度］ 
・ 調べて分かったことをもとに、牛首紬の生産や販売に携わる人々の工夫や努力について考える

ことができる。                             ［思考・判断］ 
・ 見学やインタビューをして分かったことを、絵や文で分かりやすく表現することができる。 

            ［技能・表現］ 
・ 牛首紬の生産や販売の様子、工夫について理解するとともに、原料の入手や製品の販売などで、

国内の他地域とかかわりがあることに気づく。               ［知識・理解］ 
 
３．指導にあたって 

（１） 教材について 

本単元では、地域の人々の生産について、①地域には生産に関する仕事があり、それらは自分た

ちの生活を支えていること、②地域の人々の生産や販売に見られる仕事の特色及び国内の他地域と

のかかわりを見学したり調査したりして調べ、それらの仕事に携わっている人々の工夫を考えるこ

とをねらいとしている。 
本単元で取り上げる牛首紬は、今から約８５０年前に旧白峰村（明治の初めまでは、牛首村）に

伝えられたと言われている。それが、昭和４０年代の手取川ダム建設に伴って水没した桑島地区の

人々の移転によって、広陽校区内の部入道町にＮ産業の工場が建てられた。ここで作られる牛首紬

は、「のべ引き」と呼ばれる独特の製糸方法によって、空気を含んだ軽くて柔らかな着心地としわ

になりくい伸縮性、「釘抜き紬」と呼ばれるほどの丈夫さを持ち合わせた高級な反物であり、糸作

りから織りまでを手仕事の一貫作業で行っていることが特色である。特に、繭を熱湯で茹で、その

中からうねりを残すように力加減を考えながら糸を引く「のべ引き」は、着心地のよい丈夫な牛首

紬をつくるための職人さんの努力や工程の工夫を感じ取ることができる素材であると考える。これ

らの製造工程は、白峰工場で見学することが可能で、働いている人にインタビューしたり機織りの

工程を一部体験したりすることもできる。販売に際しても、ホームページやラジオ番組による広報

活動や新たな商品開発などの工夫や努力が見られる。また、原料である玉繭を長野県や外国から取

り寄せ、金沢や京都の卸問屋や全国のデパートで販売するなど、国内の他地域とのかかわりにも目

を向けることができる。 

（２） 児童の実態 

子ども達は、１学期の町探検でＮ産業のギャラリースペースを見学し、牛首紬についてお話を聞

いている。牛首紬は、子ども達にとって身近なものではないが、古くから作られていることや全国

でも有名なものであることは知ることができた。しかし、その価値やよさについては、ほとんど理

解できていないと思われる。 

１学期の社会科では、校区や市の様子を直接見たり人に聞いたりする活動を中心に学習してきた。

子ども達は、見つけたことや聞いたことをカードに書いたり、絵地図にまとめたりする活動には意

欲的に取り組んでいた。しかし、調べて分かった事実から自分なりの考えをもったり、そこから新

たな問題を見つけたりという社会的な見方・考え方は、まだまだ育っていない。 

（３） 「考えをもち、聞き合う子」に迫るために（指導・支援） 

本単元での「考えをもち、聞き合う子」とは、見学やインタビューなどで調べたことを交流し、

牛首紬づくりに携わる人々の工夫や努力に気づいていく姿であると考える。 

そこで、まず子ども達に、ネクタイやティッシュケースといった小物や反物などの牛首紬の製品

を提示し、見たり触ったりする活動を取り入れ、色や肌触り質感などをとらえさせたい。次に、そ

れらの値段を知らせることで、牛首紬がなぜ高価なのか、どうしてお客さんは、高価な牛首紬を買



うのかという思いをもたせる。そこで、実際に愛用している牛首紬友の会の方に牛首紬の特徴やよ

さについてお話していただくことで、本当に軽くて着心地のよい丈夫な着物であることを実感させ、

どうして軽くて丈夫なのかという思いから、〈Ｎ産業では、軽くて丈夫な牛首紬をどのようにして作

っているのだろう〉という課題意識につなげていきたいと考えている。 

見学は、自分たちの予想を検証するという位置づけで実施する。その際、一見しただけでは理解

しにくいところが多いので、説明をお願いしたり、機織りを体験させてもらったりする。そして、

見学後に分かったことを交流し、材料・作り方・働く人の視点で整理することで、事実認識をしっ

かりともたせていきたい。その後で、〈軽くて丈夫な牛首紬を作るひみつは何かな〉と問うことで、

調べた事実をもとにしてより考えがもちやすくなると考える。また、子ども達の考えを検証するた

めに、Ｎ産業の方にゲストティーチャーとしてお話していただくとともに、「のべ引き」の実演をし

ていただくことで、実際に糸のうねりを確認させたり、熱くて臭い作業であることを実感させたり

し、牛首紬を作る工夫や働く人の努力についてより具体的に考えられるようにしていきたい。 

また、販売の工夫を調べる際にも、予想を話し合い、視点をもった上で、工場に聞き取り調査に

出かけるという手順を踏むことで、社会科の学び方を身につけさせるとともに、実感をともなった

調べ活動ができるようにしていきたい。 

 

４．学習計画（総時数１２時限＋課外） 

次 児童の活動と思考の流れ 教師の指導・支援と評価 

○この品物は何だろう。 

 

 

 

○牛首紬を見たり触ったりして思ったことを話し合おう。 

 

 

 

 

 

Ｎ産業では、反物や小物などいろいろな牛首紬の品物を売って

いるんだな。でも、こんなに高い牛首紬をお客さんは、なぜ買

うのかな。 
 

・牛首紬の品物を提示し、じ

っくり見たり触れたりさ

せる。 

・化学繊維の布やネクタイな

どの品物と比較させる。 

関：牛首紬を見たり触れた

りして、思ったことを書い

ている。（ノート） 

・牛首紬の品物の値段や日本

三大紬の一つであること

を知らせ、どこに価値があ

るのか疑問をもたせる。 

第
一
次 

 

牛
首
紬
の
よ
さ 

 

２
時
限 

〈お客さんは、なぜ高価な牛首紬を買うのだろう〉 

○予想してみよう。 
・色や模様がきれいだからかな。 
・他の着物にはない特徴があるんじゃないかな。 
・わたしたちには分からないよさがあると思うな。 
○お客さんのお話を聞いてみよう。 
牛首紬は、他の着物と違って、軽くて着心地がいいから、高い

お金を出しても買うことが分かったよ。それに、しわになりに

くくて、丈夫だし、牛首紬は、すごいところがいっぱいあるこ

とが分かったよ。Ｎ産業では、どうやって作っているのかな。  

 

☆牛首友の会の方に、他の布

地との違う牛首紬のよさ

を話していただく。 

 

知：牛首紬の特徴やよさに

気づいている。（ノート） 
 

第
二
次 

 

６
時
限 

〈Ｎ産業では、軽くて丈夫な牛首紬を 

どのようにして作っているのだろう〉 

○予想してみよう。 

 

 

 

 

 

 

☆予想を話し合い、材料・作

り方・働く人・その他に分

類し、見学の際の視点とな

るようにする。 

 

ネクタイやティシュ
入れだ。何だろう？ 

牛首紬の反物だ。Ｎ産業
で作っているんだった
ね。 

何か特別な材料を

使っているのかな。 

作り方にひみつがある

と思うな。 機械や道具に工夫が

あるかもしれないね。 
働いている人のプロの

技があるんじゃないか

な。 

実際に工場に見学に行

って、調べてみたいな。 

いろいろな種類の
品物があるんだな。 

触ってみると、
さらさらして気
持ちがいいよ。 

色もきれいで上
品だな。 

日本三大紬の一つなん
て、すごいな。 
牛首紬の品物は、すご
く高いけど何でかな？ 



○工場を見学する計画を立てよう。 

①見てきたいこと… 

 ・どんな材料をつかっているのか（仕入れ先） …材料 

 ・どのようにして作っているのか（手順、道具）…作り方 

 ・働いている人は、どんな様子か       …働く人 

  （表情、手先の動き、服装、働く時間・環境など） 
②聞きたいこと… 

・どんなことに気をつけて作っているのか 

・１反作るのにどれくらいかかるのか 

・１年間に、どれだけ作るのか（量、売上） 

③見学のやくそく 
見学の準備ができたよ。早く見学に行って、牛首紬作りのひみ

つを調べたいな。 
 

 

・予想をもとに、見たいこ

と・聞きたいことをワーク

シートに書かせ、見通しを

もたせる。 

関：調べる視点や見学の約

束を理解し、見学の見通し

をもっている。（観察・発

言） 
 

○牛首紬の工場を見学しよう。 

・どんなふうに作っているのかな？ 

・どんな道具や機械をつかっているんだろう？ 

・グループに分かれて、機織り体験をしてみよう。 

・働いている人にインタビューしてみよう。 

Ｎ産業の工場を見学して、牛首紬作りのことがたくさん分かっ

たよ。 
 

・工場の方に解説をお願いし

たり、機織り体験をさせた

りし、作業の様子が理解し

やすいようにする。 

技：見たり聞いたりして分

かったことを、見学メモに

分かりやすく書いている。

（見学メモ）  

○見学して分かったことをまとめよう。 

・メモをもとに、整理しよう。 

・材料、作り方、働く人、その他に分けて、分かったことをまと

めよう。 

 

技：分かったことをメモを

もとに整理している。（ワ

ークシート）  

○見学して分かったことを話し合おう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛首紬は、玉繭という特別な材料を使って、全部手作業で作っ

ていることが分かったよ。働いている人も、とても一生懸命で、

すごく経験がいる仕事だと分かったよ。でも、軽くて丈夫にな

る理由がはっきりしないね。どうしてなのかな。 
 

 

・見学を想起しやすいよう

に、玉繭の実物や写真を提

示する。 

 

・製造工程が分かるように、

板書に整理していく。 

 

知：牛首紬の材料や作り

方、働く人の様子について

理解している。（発言・ノ

ート） 
 

第
二
次 

 
 

牛
首
紬
を
作
る
工
夫 

 
 

６
時
限
＋
課
外 

〈軽くて丈夫な牛首紬を作るひみつは何かな〉 

○見学で分かったことをもとに考えよう。 

 

☆前時に発表して分かった

事実を掲示物に残してお

き、それや見学メモもとに

考えさせる。 
思：見学で分かったことを
もとに、軽くて丈夫な牛首
紬を作る工夫について考
えを書いている。（ノート）  

材  料 作 り 方 働 く 人 そ の 他 

・玉繭という２匹

の蚕が作った繭

を使っている。 

・１反に 4、000

個 の 玉 繭 を 使

う。 

・玉繭は、長野

県や外国から取

り寄せている。 

・糸が強い春繭

・糸作りから織り

まで手作業 

・のべ引きという

方法で、繭から

糸を紡ぐ。 

・自然の植物で

糸の色を染めて

いる。 

・手機で機織り

をしている。 

・一生懸命、集

中して作業して

いた。 

・20～30 年やっ

ても１人前にな

れないと言って

いた。 

・50～６０代の女

の人が多い。 

・１反でき上がる

のに約２ヶ月か

かる。 

・着物だけじゃ

なくて、いろん

な小物が売って

いた。 

・丈夫な玉繭を選んで

いるんじゃないかな。 
・糸が強い、春繭を使

うから丈夫になるん

だと思うよ。 

・全部手作業で作るから、

丈夫になるんだよ。 
・のべ引きをするから、軽

くなると言っていたよ。 
・機織りも１回１回丁寧に

やっていたよ。 

・長年やって、上

手だからかな。 
・心をこめて作る

から、軽くて丈夫

になるんだと思う

よ。 



第
二
次 

牛
首
紬
を
作
る
工
夫 

６
時
限
＋
課
外 

○Ｎ産業の方に聞いて確かめよう。 

 

 

 

 

○のべ引きの実演を見てみよう。 

・糸が本当にうねっているよ。これがひみつなんだね。 
・湯気が出て熱そうだな。本当に、蚕の臭いもするね。 
・春繭を使うことと、この「のべ引き」が軽くて丈夫な牛首紬を

作るひみつなんだね。 
・たいへんな作業なのにがんばって働いている人がいることもひ

みつじゃないかな。 
・丁度よい具合に考えて糸を引く、職人さんの技もないとだめだ。 
軽くて丈夫な牛首紬のひみつは材料とのべ引きだ。特に手作業

でするのべ引きで、空気を含んだ軽くて丈夫な糸を作ってい

る。大変な作業だけど、着る人のことを考えて心をこめて作業

しているんだ。 
 

・お話していただく内容を事

前に打ち合わせしておく。 
 
 
 
・のべ引きの実演をしてもら

い、糸のうねりを確認させ

るとともに、お湯の熱さや

蚕の臭いに気づかせる。 
 
・材料（春繭）や作り方（の

べ引き）だけが軽くて丈夫

に作れる理由なのかを問

うことで、働く人の努力に

も目を向けさせる。 

○資料を見て、気づいたことを話し合おう。 

・牛首紬は、１年間に４、５００反も作っているんだったね。 

・金沢や京都の卸問屋から、全国に売られているんだな。 

・京都の人や遠い地域の人も牛首紬を買っているんだな。 

・牛首紬は、日本全国にたくさん売られているんだな。 

〈たくさんの牛首紬を売るために、どんなことをしているのだろう〉 

○予想してみよう。 

・宣伝をしているのかな。 

・お客さんに人気のあるものをたくさん作っているのかな。 

○Ｎ産業に行って聞いてみよう。 

 

☆牛首紬の生産量と販路の

資料を提示し、課題意識を

もたせる。 

思：牛首紬の販売の工夫に

ついて、自分なりの予想を

もっている。（ノート・発

言） 
 

第
三
次 

牛
首
紬
を
売
る
工
夫 

２
時
限
＋
課
外 

○分かったことを話し合おう。 

・人気があるので、８割は注文を受けてから作っている。 

・高価なものなので、お店や物産展などでは、お客さんに牛首紬

のよさが分かってもらえるように心をこめて説明している。 

・ホームページを作って、紹介している。 

・月に１回ラジオ番組でＣＭをしている。 

・他には無いような品物（夏物・外国向け）を開発している。 

牛首紬はすごく人気があることが分かったよ。それでも、お客

さんに牛首紬のよさを分かってもらえるように、説明したりＣ

Ｍしたり売るための工夫もしているんだな。 
 

 

知：牛首紬を販売するため

にどんな工夫をしている

か理解している。（発言・

ノート） 

・実際にラジオ番組のテープ

を聞かせ、どのようにＰＲ

しているか具体的に理解

させる。 

第
四
次 

ま
と
め 

２
時
限 

〈学習のまとめをしよう〉 

○牛首紬について学習したことをポスターにまとめよう。 

・牛首紬の作り方や工場で働く人の工夫を、全校のみんなに知ら

せよう。 

・牛首紬のよさや特徴も書いて知らせたいな。 

・イラストを描くと、分かりやすくなるね。 

・相手意識をもたせるため

に、誰に知らせるのかを確

認してから書かせる。 

技：工場で働く人の工夫や

努力を絵や文で分かりや

すく表現している。（作品） 
 

軽くて丈夫に作ることができる一番の理由は、「のべ引き」を手作業
でしていることです。これをすることで、糸にうねりができて、空気を
含んだ軽い布になります。うねりがあると伸びたり縮んだりできるの
で、しわになりにくくて丈夫な布になるんです。 



５．本時の学習（第二次中の６時） 

（１）題 目  軽くて丈夫な牛首紬を作るひみつ 

（２）ねらい  工場の見学で分かったことやＮ産業の方のお話・実演をもとに、軽くて丈夫な牛首紬

を作る工夫について考えることができる。            （思考・判断） 

（３）学習過程 

時 児童の活動と思考の流れ 教師の指導・支援と評価 

 5 １．前時をふりかえり、学習課題を確認する。 
・玉繭という大きな繭を使っていたよ。（材料） 
・全部手作業で、作っていることが分かったよ。（作り方） 
・集中して一生懸命作業していたよ。（働く人） 
・今日は、軽くて丈夫に作るひみつを考えるよ。 

〈軽くて丈夫な牛首紬を作るひみつは何かな〉 

○見学で分かったことをもとに考えよう。 

 
・材料・作り方・働く人の視

点で分かったことを整理

したことを確認する。 

20 ２．考えをノートに書き、話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○Ｎ産業の方に聞いて確かめよう。 

 
☆前時に発表して分かった

事実を掲示物に残してお

き、それや見学メモもとに

考えさせる。 
思：見学で分かったことを

もとに、軽くて丈夫な牛首

紬を作る工夫について考

えを書いている。（ノート） 
・材料・作り方・働く人の視

点で、意見を板書で整理す

る。 

15 ３．Ｎ産業の方のお話を聞き、実演を見る。 
 
 
 
 
 
 
 
○実際に「のべ引き」を見てみよう。 
・糸が本当にうねっているよ。これがひみつなんだね。 
・湯気が出て熱そうだな。本当に、蚕の臭いもするね。 
・春繭を使うことと、この「のべ引き」が軽くて丈夫な牛首紬を

作るひみつなんだね。 
○材料（春繭）や作り方（のべ引き）だけがひみつなのかな。 
・たいへんな作業なのにがんばって働いている人がいることもひ

みつじゃないかな。 
・上手にできるように、何十年も続けていることもひみつだと思

うよ。 
・丁度よい具合に考えて糸を引く、職人さんの技もないとだめだ。 

・お話していただく内容を事

前に打ち合わせしておく。 
・のべ引きの実演をしてもら

い、糸のうねりを確認させ

るとともに、お湯の熱さや

蚕の臭いに気づかせる。 
・機械で紡いだ糸を提示し、

のべ引きで紡いだ糸と比

較させる。 
 
 
 
・材料（春繭）や作り方（の

べ引き）だけが軽くて丈夫

に作れる理由なのかを問

うことで、働く人の努力に

も目を向けさせる。 
・実際に、Ｎ産業の方にお話

を聞いて確かめさせる。 
5 ４．ふりかえりを書き、学習のまとめをする。 

軽くて丈夫な牛首紬のひみつは材料の春繭と「のべ引き」だ。

特に手作業でするのべ引きで、空気を含んだ軽くて丈夫な糸を

作っていることが１番のひみつだ。それに、大変な作業でもが

んばって作っている職人さんの努力や技も大切なんだ。  

 
・分かったことだけでなく、

思ったことも合わせて書

くように助言する。 

材  料 作 り 方 働 く 人 

・丈夫な玉繭を
選んでいるん
じゃないか
な。 

・糸が強い、春
繭を使うから
丈夫になるん
だと思うよ。 

・全部手作業で作るか
ら、丈夫になるんだ
よ。 

・のべ引きをするか
ら、軽くなると言っ
ていたよ。 

・機織りも１回１回丁
寧にやっていたよ。 

・長年やって、
とても上手だ
からかな。 

・心をこめて作
るから、軽く
て丈夫になる
んだと 思う
よ。 

材料に、糸の強い春繭を選んで使っていることもひみつです
が、軽くて丈夫に作ることができる一番の理由は、「のべ引き」を
手作業でしていることです。これをすることで、糸にうねりがで
きて、空気を含んだ軽い布になります。また、うねりがあると伸
びたり縮んだりできるので、しわになりにくくて丈夫な布になる
んです。でも、「のべ引き」は熱くて臭いので、大変な作業なんで
す。今では、Ｎ産業でしかしていないんですよ。 



 


